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１．はじめに
　今日の保育、小学校の音楽教育においてオペレッ
タをはじめとする音楽活動は欠くことのできないも
のとなっている。その活動を支えるオペレッタ作品
は数多く存在するが、出版されている楽譜の構成は
大きく3つのパターンに分けることができる。一冊
の楽譜の中で、楽曲と台詞の構成が分離されている
もの、楽曲と台詞が時系列に並んでいるもの、台詞
がなく音楽と歌で劇が進行するものがある。これら
の楽譜と台詞の構成について、一般的に定まった名
称がないため、本研究では楽曲と台詞の部分が分離
されているものを「分離型」、時系列に並んでいる
ものを「時系列型」として論述する。なお、音楽と
歌だけで構成されているオペレッタについては台詞
部分が存在しないので、本研究では扱わないものと
する。
２．今日の子どものオペレッタの形式
　実際に子どもためのオペレッタの楽譜と台詞がど
のように構成されているのだろうか。まず、「時系
列型」を見ると、ストーリー展開に従って楽譜と台
詞が時系列に書かれていることがわかる（譜例1）。
楽曲が終わるとその次に展開する台詞部分、その後
にまた楽曲が続くパターンである。一方で、「分離
型」を見ると、一冊の中に楽譜（譜例2）だけで構
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（譜例1）「時系列型」は、楽譜と台詞が交互に続く構成
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されているものもあれば、省略されているものもあ
る。また、台本の役割をなす部分は縦書き、横書き
のスタイルが存在する。
　では、なぜ「時系列型」「分離型」と二通りの構成
が存在するのであろうか。本研究では、まず西洋音
楽のオペラ、またそこから派生したオペレッタにつ
いて調べ、その楽譜と台詞の構成についての検証を
行う。オペラやオペレッタなどの西洋音楽が明治初
期に日本に伝わった際に楽譜と台詞の構成がどのよ
うに変化したのか、その過程を追う。さらに、そこ
から見えてくる「和洋折衷文化」が生み出した日本
の子どもためのオペレッタの楽譜と台詞の構成の成
り立ちを明らかにすることを目的とする。
３．オペラの成立からオペレッタの誕生まで
　オペレッタとは、オペラから派生した一つのオペ
ラ様式である。ここでは、オペラの成立からオペレッ
タが誕生するまで、またオペレッタに影響を与えた
オペラ様式の特徴と楽譜と台詞の構成についての考
察を行う。
１）オペラの成立
　オペラの成立は1600年頃にイタリアのフィレ
ンツェで、カメラータ1）を中心とする人々により
古代ギリシャ劇の復興から始まったものである。
楽譜が現存する最古のオペラはヤコポ・ペーリ
Jacopo Peri（1561-1633）の《エウリディーチェ 
L'Euridice》（1600）。作品の題材は古代ギリシャ劇
によるもので、蛇に噛まれて亡くなった妻エウリ
ディーチェを取り戻すために夫であるオルフェオが
黄金の国へ向かう内容である。この時代の音楽的な
形式はアリア（歌唱）とレチタティーヴォ（叙唱）と
いう部分に分かれている。アリアとは、登場人物が
印象的な場面で心情を歌う際に用いられる歌唱曲。
それに対してレチタティーヴォとは、劇を進行させ
るための会話、独白部分に割り付けられた音律のこ
とである。やがて、この形式はクラウディオ・モン
テヴェルディ Claudio Monteverdi（1567-1643）に
よって受け継がれ、ロマン派中期まで続くオペラの
原型が生み出されることになる2）。フィレンツェで
誕生したオペラは、その後イタリア半島に広まり、
やがてはヨーロッパ全体に波及し、それぞれの国の
成されているページと、台詞（図1）だけで構成さ
れているページに分けられている。楽譜の部分は、
「時系列型」のように楽譜と台詞が並んでいるもの
と、台詞の部分がすべて省略されているものがあ
る。台詞の部分は、いわゆる台本のようになってお
り、そこに楽曲で使用されている歌詞がすべて記載
（譜例2）「分離型」は、楽譜と台詞が分離している構成
（図1）台詞部分は台本のようになっている
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　このオペラ・ブッファ作品の中でもとりわけ有名
な作品は、ジョヴァンニ・バッティスタ・ペルゴレー
ジGiovanni Battista Pergolesi（1710-1736）の《奥
様女中La Serva Padrona》（1733）である。女中が
策をめぐらせてご主人と結婚し、奥様のポジション
を得る喜劇的な内容で、堅苦しさのないこの作品は
瞬く間に人気を得ることになる。楽譜の構成に目を
向けると、主に劇の進行部分で会話的な場面にあた
るレチタティーヴォ（叙唱）と登場人物が心情を訴
えるアリア（歌唱）（譜例4）に分かれている。
（２）フランスのオペラ・コミック
　フランスのオペラ・コミック（opéra comique）
は、18世紀半ばに現れた歌と台詞によるオペラ様
式である。それまでの音律的なレチタティーヴォ
（叙唱）ではなく台詞になったのは、イタリア語が
音律的なレチタティーヴォに向いていた一方で、フ
ランス語は音律的なレチタティーヴォには不向きで
作曲家たちによって多くの作品が創作されるように
なる。
２）オペレッタに影響を与えたオペラ
　オペレッタの誕生に影響を与えたオペラの様式と
して、イタリアのオペラ・ブッファ、フランスのオ
ペラ・コミック、ドイツのジングシュピールが挙げ
られる。それぞれの成立と特徴、楽譜と台詞の構成
はどのような違いがあるのだろうか。
（１）イタリアのオペラ・ブッファ
　イタリアのオペラ・ブッファ（opera buffa）3）は、
「滑稽なオペラ」という意味で、18世紀前半にナポ
リで誕生した喜劇的な要素を持つオペラ様式であ
る。それまでの神話や歴史的な題材をテーマにした
作品は上演時間も長いものが主流であった。その幕
間に気分転換として見ることができるように比較的
上演時間の短く、内容も身近で庶民的な題材が多い
オペラ・ブッファが生まれたのである4）。
（譜例4）左頁はレチタティーヴォ（叙唱）部分、右頁はアリア（独唱）部分
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で成立したオペラ様式である。ジングシュピール
（Singspiel）とは歌芝居の意味で、オペラ・コミッ
クと同様にレチタティーヴォにあたる部分が台詞と
なっているのが大きな特徴である。題材は大衆的な
ものから劇的なものまで様々である。
　ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト 
Wolfgang Amadeus Mozart（1756-1791）の最晩年
の作品である《魔笛Die Zauberfl öte》（1791）は、
ドイツ語によるジングシュピールを代表する作品で
あり、今日でも世界各地のオペラ劇場で公演され
ている人気作品である。モーツァルトは、大衆的
な劇場の支配人であり、台本作家、歌手であった
エマヌエル・シカーネーダー Emanuel Schikaneder
（1751-1812）からの依頼を受けて《魔笛》の作曲に
取り組む。1791年9月30日にアン・デア・ウィー
ン劇場で《魔笛》の初演が行われるが、同年12月5
あったと考えられている。また、取り扱われる題材
は喜劇的で、当時パリ、オペラ座で上演されていた
オペラのパロディや風刺的な内容なども取り入れら
れていた。
　19世紀前半にフランスで活躍したフランソワ・
オベールFrançois Auber（1782-1871）の作曲によ
る《フラ・ディアヴォロFra Diavolo》（1830）は19
世紀末までに800回以上の上演が行われたオペラ・
コミックを代表する作品であり、その直後に誕生す
るオペレッタにも影響を与えた作品である。その楽
譜を見ると、楽曲の間に台詞が配置されており「時
系列型」の構成となっている。（譜例5）。
（３）ドイツのジングシュピール
　ジングシュピールというオペラ様式は、フラン
スのオペラ・コミック、18世紀のイギリスで流
行したバラッド・オペラ5）の影響を受けてドイツ
（譜例5）左頁が楽曲部分、右頁が台詞部分
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場合が多いが、イタリア語本来の意味を考えると、
「Opera（歌劇）」に「-etta（小さな）」という意味合い
が含まれる接尾辞が付けられた言葉であるから「小
さなオペラ」と訳すこともできる。
　クラシック音楽にオペレッタ作品が登場するの
は19世紀半ばである。ドイツに生まれ、フラン
スで活躍した作曲家ジャック・オッフェンバック
Jacques Offenbach（1819-1880）が創始者とされ
ている。オッフェンバックは生涯に《天国と地獄
Orphée aux Enfers》6）（1858）《美しきエレーヌLa 
belle Hélène》（1864）などのオペレッタを90作品
以上残した。その後、オペレッタは《こうもりDie 
Fledermaus》（1874）の作曲家として知られるヨ
ハン・シュトラウス2世Johann Strauss II（1825-
1899）などによって、ドイツ語圏でもオペレッタが
盛んに作曲されるようになる。
日にモーツァルトは病のためこの世を去る。
　《魔笛》の楽譜構成は、やはりオペラ・コミック
と同様に楽曲の間にドイツ語による台詞部分が配置
されており（譜例6）、「時系列型」の構成である。
３）オペレッタの成立
　オペレッタに影響を与えたオペラ形式として、そ
れぞれの形式の成立、また楽譜の構成について考察
を行った。オペラ・ブッファは、それまで神話的な
題材の多かったオペラの題材を庶民的で、長大な上
演時間も短くするなど親しみやすいものにオペラを
変化させた。その形式は、フランスやドイツに派生
し、新たに楽曲の間に演劇と同様の台詞が挿入され
ることになる。そのような下地があったからこそ、
オペレッタと言われる新たなオペラ様式が誕生する
のである。
　オペレッタとは、「喜歌劇」、「軽歌劇」と訳される
（譜例6）左頁は台詞部分、左頁下より楽曲部分
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ける子どものためのオペレッタとの共通性は、「時
系列型」という点においては共通性を見いだせた。
また、台詞の量によっては「分離型」が存在するこ
とも確認することができた。この章では、どのよう
に西洋音楽が日本に導入されたのかを調べ、日本の
黎明期のオペレッタについての考察を行う。
１）和洋折衷を目標とした音楽取調掛
　1872年に明治新政府は学制を公布し、近代的な
学校教育が開始された。小学校では「唱歌」、中学
校には「奏楽」が取り入れられるが、当時の日本に
この授業を実施できる教員もいなければ教材もな
く、「当分之ヲ欠ク」との但し書きにより授業そのも
のが見送られた。この空白を解決するために当時の
文部省は、1879年に音楽取調掛を設置し、近代的
な音楽教育ができる人材の育成、教材の研究を行う
ことになる。音楽取調掛の掛長であった伊澤修二
　オペレッタの特徴は、歌以外に踊りなどが多く取
り入れられているのが最大の特徴である。物語の内
容も当時の大衆に受け入れられやすい喜劇的、風刺
的なものが含まれるものとなっている。また、それ
までのオペラ・コミック、ジングシュピールと同様
に演劇的な台詞が用いられている。
　楽譜と台詞の構造は、オペラ・コミック、ジング
シュピールと同じく楽曲の間に台詞が配置されてお
り（譜例7）、「時系列型」である。ただし、オペレッ
タの台本部分は長大なものもあるため、例外として
出版社によって楽曲と台詞が分離されている「分離
型」の構成になっている楽譜も存在する。
４．日本における子どものためのオペレッタ
　これまで、西洋音楽におけるオペラ、オペレッタ
の成立、また楽譜の構成について考察を行った。楽
譜と台詞の構成という点において、現代の日本にお
（譜例7）左頁は楽曲部分、右頁は台詞部分
－73－
10）。一方で、本居の『うかれ達磨』は、1912年に白
木屋少女音楽隊のために作曲された作品である。内
容は少女たちと達磨が代わる代わる歌や踊りを披露
するシンプルな題材であった11）。
３）作品の楽譜と台詞の構成について
　北村季晴の『ドンブラコ』楽譜の構成は、一冊の
楽譜の中に「時系列型」と「分離型」の2つが存在す
る。前半の楽譜部分を見ると、楽曲と台詞が交互に
並んでいる「時系列型」となっている（譜例8→次
頁）。そして「分離型」、いわゆる台本だけの部分は
縦書きの台本に台詞と歌の歌詞の両方が掲載されて
いる（図2→次頁）。この「時系列型」と「分離型」
の両方が掲載されている楽譜の構成は、先に取り上
げた西洋音楽のスタイルでは見ることができなかっ
たスタイルである。
　もう一つの作品、本居長世の『うかれ達磨』の楽
譜の構成もまた、一冊の楽譜の中に「時系列型」と
「分離型」の２ つが存在する。楽譜の前半は、台本
部分が分離している「分離型」、後半は楽譜と台本
が時系列に並んでいる「時系列型」となっている。
「分離型」となっている前半の台本部分は横書きで
書かれており、やはり台詞と歌の歌詞の両方が掲載
されている（図3→次頁）。後半の楽譜は台詞の部
分があまり多くないが「時系列型」となっている（譜
例9→次頁）。
　このように、日本の黎明期の子どもためのオペ
レッタの楽譜の構成は「時系列型」と「分離型」の両
方が掲載されている。では、なぜこのように西洋に
はないスタイルとなっているのだろうか。
４）日本の伝統的な舞台芸術からの影響
　北村季晴は『ドンブラコ』を作曲する以前に、日
本における初の創作オペラ『露営の夢』を作曲して
いた。しかし、北村本人はこの作品を「叙事唱歌」
として作曲しており、オペラとして作曲してはいな
かったと証言している12）。作品の内容は、戦場で露
営する兵士が夢のなかで母親と再会するが、敵の夜
襲により目覚め、敵を撃退するものである。1904
年に楽譜が出版され、同年5月に慶応義塾大学ワグ
ネルソサエティが演奏会で発表し好評を得る。この
作品を歌舞伎座で上演するように相談したとされて
（1851-1917）は「東西二洋ノ音楽ヲ折衷」とし、西
洋の文明的な技術を用いて日本人のための新曲を作
り、それを新しい日本の国民音楽とすることを目標
とした。また、伊澤は将来の国民音楽は広く国民に
よって歌われるべきであるとし、小学校での唱歌教
育に力を入れた。1881年に音楽取調掛は「小学唱
歌集」の初編を発行し、その後も続く唱歌教育の礎
を築くことになる7）。
　オペレッタのような音楽劇が本格的に教育現場で
行われたのは、1919年、広島高等師範学校付属小
学校の学芸会で上演された「唱歌劇」である。同校
訓導であった山本壽
ひさし
（1886-1975）らによって発表
され、その後も音楽教育の一環として普及して行く
8）。この「唱歌劇」に大きな影響を与えたのが1914
年、宝塚少女歌劇（後の宝塚歌劇団）によって上演
された子どものためのオペレッタの祖となる２ つ
の作品である。
２）黎明期の子どもためのオペレッタ
　1909年、東京では少年少女の音楽隊が流行して
いた。そのきっかけを作ったのが作曲家の北村季晴
（1872-1931）である。彼は三越呉服店（後の三越
百貨店）の音楽部主任を務めていた時に少年音楽隊
を考案した9）。その音楽隊が評判となり、白木屋呉
服店（後の東急百貨店）も少女音楽隊を創設するこ
とになる。そして、これに目をつけた箕面有馬電気
軌道（後の阪急電鉄）の小林一三（1873-1957）が、
宝塚少女歌劇（後の宝塚歌劇団）を創設するのであ
る。
　1914年、宝塚少女歌劇の第一回公演で、北村
季晴作歌（台本）作曲の『ドンブラコ』、本居長世
（1885-1945）作曲の『うかれ達磨』（作歌（台本）：
吉丸一昌、振付：七代目松本幸四郎）が上演された。
日本において本格的な子どものためのオペレッタと
言える作品が上演されたのはこれらの作品が初め
てであった。ただし、この子どものためのオペレッ
タの祖ともいえる『ドンブラコ』と『うかれ達磨』は
宝塚少女歌劇のために書かれた作品ではない。北村
の『ドンブラコ』は、おとぎ話の「桃太郎」を題材に
した児童向けの作品で、1912年1月に楽譜が出版
され、同年5月に歌舞伎座で上演されたものである
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　『露営の夢』の楽譜の構成は、やはり楽譜の前半
に台本部分（歌詞のみ）、後半が楽譜部分となって
いる。ただし、この作品は「分離型」となっている
が、楽譜部分に台詞の部分は存在しない。したがっ
いるのが八代目市川高麗蔵、後の七代目松本幸四郎
（1870-1949）である。1905年に歌舞伎座で行われ
た公演では、幸四郎が自ら主人公を歌い大好評と
なった。
（図2）
（譜例8）
（譜例9）
（図3）
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台詞の構成にその原型を見ることができる。
　歌舞伎の代表的な演目である『勧進帳』の台本に
は、演者が話す台詞部分もあるが、同時に長唄で歌
われる歌詞もそのまま書かれている（図4）。歌舞
伎の場合、長唄の部分は演者が歌うのではなく、「長
唄」「義太夫」などによって演奏される。その長唄集
には、演者が話す台本部分は一切書かれていないの
が慣習となっている（図5）。この伝統的な慣習は、
当時「和洋折衷の音楽」を目指していた北村や本居
のような作曲家たちにも影響を与え、形を変えてそ
の作品に現れることになる。だからこそ、西洋の形
式である「時系列型」や、台本部分に歌詞と台詞が
書かれている日本独自の「分離型」が現れることに
なったのである。
５．まとめ
　現代の日本では様々な楽譜と台詞の構成による子
どものためのオペレッタ作品が存在する。その構成
は、主に台詞と楽譜が交互に続く「時系列型」、楽
譜と台詞が分かれて構成されている「分離型」、音
楽と歌で物語が進行する3つのタイプに分けること
ができる。本研究では、「時系列型」「分離型」がど
て、「時系列型」と言い切ることはできない。しかし
ながら、この台本部分と楽譜部分の分離は、その後
の『ドンブラコ』に受け継がれる。
　北村の先祖には、江戸時代に活躍した北村季吟
（1625-1705）がおり、自身は東京音楽学校（後の
東京芸術大学）の師範部で学び、西洋音楽だけでは
なく日本音楽にも通じていた13）。彼はのちに歌舞伎
などで使用されている長唄を西洋楽譜に採譜14）し
て出版している。また、東京音楽学校に在学してい
たときの校長は先述した音楽取調掛の掛長であった
伊澤修二である。伊澤は、「東西二洋ノ音楽ヲ折衷」
とし、西洋の文明的な技術を用いて日本人のための
新曲を作り、それを新しい日本の国民音楽とするこ
とを目標としていただけに、北村も大きな影響を受
けていたに違いない。
　『うかれ達磨』を作曲した本居長世もまた、東京
音楽学校で学び、卒業後は母校の邦楽調査補助とし
て日本古来の音楽を保存研究する活動を行った。そ
して、北村と同様に邦楽の採譜活動も行っている。
　北村が作曲した『露営の夢』『ドンブラコ』、本居
が作曲を行った『うかれ達磨』の楽譜と台詞の構成
は、日本の代表的な舞台芸術である歌舞伎の音楽と
（図4）勧進帳冒頭部分、富樫の台詞の後に長唄が続く
（図5）長唄部分、長唄のみが書かれている
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注
1） カメラータとは、16世紀の終わりにフィレン
ツェで芸術音楽を振興した人々。
2） イタリアのロマン派後期の作曲家ヴェルディ
は、後期の作品においてアリアとレチタティー
ヴォの境目を完全に取り払うことになる。同じ
くドイツのワーグナーも同じ試みを行った。
3） 対照的なオペラ様式として、オペラ・セリア（重
厚なオペラ）が存在する。悲劇的な内容で、題
材も神話的、歴史的なものを取り扱う。
4） 重木（2019）p.42
5） バラッド・オペラは、当時の流行歌や台詞が混
在した音楽劇である。オペラ・コミックと同様
に風刺的な内容で大衆受けする内容であった。
6） フランス語による原題は《地獄のオルフェ》。
7） 森（2004）p.172
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